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 大気中の炭酸ガス上昇をはじめとする地球環境に対する関心，あるいは国内における食品偽装や中国

からの輸入食材への毒物混入などの食に対する関心が高まってきているが，日常生活の安全性の上から

は機械や構造物の安全管理を無視することはできない。 

 本協会では，日常生活における安全性の向上並びに安心感の確保を通じて社会的活動の安定成長に貢

献すべく，非破壊検査に関する学術活動を積極的に推進するとともに，技術力並びに職業的倫理性を兼

ね備えた非破壊検査技術者を世に送り出してきている。この目的達成のために，会の組織・運営に関わ

る事業として以下の活動を行なってきた。 

 学術改革検討委員会において，学術活動活性化を目的とした学術部門の改革に関して検討を進め，学

術組織の具体的再編策として取りまとめるとともに，組織再編の早期実施に向けて会員の理解と協力を

求めるために学術改革に関する説明会を各地で開催した。また，将来構想委員会では，主として非破壊

検査技術者を対象とした会員増加策，並びにアジア地区を対象とした学術・認証活動の国際展開策を検

討し，これらの具体化を図るための諸策の提言を行なった。 

新しい公益法人制度に対処すべく理事会運営委員会の中に作業部会を設置し，定款及び会計について

の見直しを行ってきた。特に，定款の見直しでは現行定款の全面的な見直しを行い，新公益法人として

認可されるための諸条件との整合性を検討してきた。また，会計の見直しにおいては，一般会計並びに

特別会計の収支報告書の書式を改正するとともに，協会活動の今後のあり方を含めた総合的な検討を行

なってきた。 

以上の取組みに加えて，平成 19 年度の事業として以下の活動を行った。 

分科会，特別研究委員会及び研究会の活動を通じて，また各種公開シンポジウムを開催して，非破壊

試験に関する先端技術の調査・研究活動を活発に行った。東京（アルカディア市谷）で開催された春季

講演大会では，一般講演 52 件，参加登録者 229 名を得た。また，秋季講演大会を札幌（道立道民活動

センター）で開催し，一般講演 110 件，参加登録者 200 名と盛況であった。国際学術関係では，3 月に

ASNT(米国非破壊試験協会)春季大会に併催された ICNDT PGP 会議へ協会代表を派遣し，各国との情報

交換と交流に努めた。また，10 月にブエノスアイレス（アルゼンチン）で開催の ISO/TC 135 第 16 回

総会及び各 SC/WG 会議では，TC 135 総会及び SC 6 会議を主催するとともに，協会代表を通じて各国と

の情報交換・交流に努めた。また，2009年 11 月に横浜で開催予定の第 13 回アジア・太平洋非破壊試験

会議について広報活動を展開し，各国の参加協力をお願いした。 

機関誌「非破壊検査」の発行に関しては，特集企画と連載企画を充実させることに努めた。英文論文

誌では，日本金属学会を中心に当協会も参画している「Materials Transactions」の“非破壊試験”特

集号発刊の編集作業を行い，16 件の投稿原稿を採択した。 

非破壊試験技術者の認証活動として，JIS Z 2305「非破壊試験 - 技術者の資格及び認証」に基づく

資格試験を春秋に実施（受験申請者数:29,305 名）した。その結果，認証登録は 12 月現在で 47,564 件

（累計）となった。NDIS 0601 の登録者数（20,989 件）と合わせて 68,553 件となり，平成 18 年度に引

き続いて堅調な増加を示した。また，NDIS 0602:2003 に基づく非破壊検査総合管理技術者の認証を実施

し，8 名の認証を行った。その結果，資格登録者数は累計で 143 名となった。さらに，NDIS 0603:2005

「超音波探傷試験システムの性能実証における技術者の資格及び認証」に基づく PD 認証では，2008 年

3 月 30 日現在で 22名（累積）の PD 技術者を認証した。 

 国際認証委員会では，2 月に実施した PED（欧州圧力機器指令）サプリメント試験に 2 名が受験し，

受験者全員が合格した。また，ASNT-ACCP-PCP-1 認証取得のための交渉を引き続いて ASNTと行い，ACCP

の要求事項を補完するための具体案を 6月に ASNTに送付した。 



 教育活動として，JIS Z 2305 で要求される訓練を目的とした技術講習会を開催し，2,457 名が受講し

た。また，移行試験・再認証試験のための講習会を全国 5地区で開催した。また，国際教育活動として，

平成 18 年度の将来構想委員会からの中間答申を踏まえ，「アジア諸国との非破壊試験に関するワークシ

ョップ」を 11 月に開催し，各国との意見交換，非破壊試験技術の実勢調査を行った。なお，ワークシ

ョップにはアジア地域の 10 ヶ国からの参加を得た。 

出版事業として，出版計画書に基づいて出版物の製作審議，管理，頒布を行った。また，原稿の電子

化と DTP（Desk Top Publishing）方式の導入を検討し，一部の出版物に適用した。 

試験片事業として，試験片委員会品質管理マニュアル基づき試験片の製作，検定，頒布を行うととも

に，各種試験片のトレーサビリティ証明書を発行した。また，トレーザビリティに関する議論を重ねた。 

標準化活動として，日本非破壊検査協会規格（NDIS）の制定・改正に積極的に取組んだ。JIS につい

ては原案の作成，改正及び見直しを行い，その普及に努めた。国際標準化活動は，ISO/TC 135（非破壊

試験）の幹事国及び ISO/TC 135/SC 6（漏れ試験）の幹事国として規格策定プロセスの全般管理を担っ

た。国際規格の制定・改正においては ISO/TC 135 の国内審議団体として原案に対する検討・投票を行

った。 

広報活動として，ホームページの内容の一層の充実を図った。また，WEB システムを用いて多くの会

員に最新情報を提供した。（WEB システム利用者登録(累計)，2,589 件）また，新たに非破壊試験技術の

PR 小冊子「非破壊検査入門へのガイド」を作成し各種展示会において配布を行うなど，協会の PR 活動

を積極的に行った。 

最後に，平成 19 年度決算において本協会の財政が健全に保たれたことを報告するとともに，本協会

の運営に対する会員はじめ関係各位の多大なご協力に感謝申し上げる。 

 

 



１．学術活動 

１．1 学術委員会 
 学術委員会を 3 回、開催し、以下の検討を行った。  

(1) 講演大会の一層の充実を目的として、各分科会・特別研

究委員会・研究会による、オーガナイズドセッションの

実施を積極的に行った。 

(2)これまでの学術セミナーの開催経緯を見直し、非破壊試

験技術者を主な対象とし、第 6 回目として「最新の非破

壊検査と認証制度の動向」をテーマに学術セミナーを計

画した。 

(3)技術開発センターに、昨年度から模擬 SCC 探傷研究委員

会を設置し活動を行ってきた。本委員会では発電機器で問

題となる実機の SCC の探傷を想定し、各種導入条件で複数

の模擬 SCC 試験体を作製して、これまでの学術研究、調査

研究で利用されると同等の模擬試験体を作製する。作成し

た試験体は、超音波を中心とする手法で探傷性能を検証す

るとともに、協会の財産としてセンターで管理する。一方、

これまで石油化学、原子力分野の研究機関における、SCC

に係わる研究成果を調査・集約して公開する。 

本年度は、作製した試験体の探傷を担当する委員にも参

加頂き、新たに高温・高圧純水中で導入した SCC 試験体を

作製するとともに、各種超音波法を用いて計測を行った。

これらの成果を、3 回の委員会で検討するとともに、腐食

防食の観点からの SCC 挙動データの整理、原子力発電機器

での SCC の現状調査を行った。 

 (4) 各研究委員会の活動計画を見直し、活性化を図るべく 

検討した。 

(5) 学術活動活性化を目的に学術改革検討委員会と連携し、 

  学術部門(分科会、特別研究委員会）の組織改編につい 

  て検討した。 

(6) 前年度からの検討事項であった、論文賞及び奨励賞規 

  則について改正を行い、各審査要領について検討した。 

(7) 講演大会における、登録料、講演概要集、組織委員会

  の構成及び大会参加者等の規定内容について見直し、

  学術講演大会規則の改正をした。 

(8) 協会ホームページの学術部門について、より一層の充

  実を図るべく見直しをした。 

  

１．2 学術講演大会（主催） 
1.2.1 春季学術講演大会 

5月 22 日(火)～23日(水) 

 於 アルカディア市ヶ谷 

発表議題 79 件/特別講演 1件/JIS 制定報告 1件  

229 名参加 

1.2.2 秋季学術講演大会   

（注）開催日で年の記載のない欄：平成 19 年．以下同じ 

 

１．3 分科会活動 

ａ）放射線分科会 
 次の日程で３回の分科会を開催した。 また平成１９年

春季大会において、オーガナイズドセッション「非破壊

検査のための新しい放射線源と放射線画像法」（１２件

発表）、平成１９年秋季講演大会において、オーガナイ

ズドセッション「新しい量子線による非破壊検査」（９

件発表）を主催する形で開催し、分科会発表テーマのオ

ープン化に努めた。また、学術改革委員会で検討されて

いる将来構想を紹介し、JSNDI の今後の学術活動のあり方

について討議した。 

第 1 回  7 月 12 日(木)～13 日（金） 

於 東京第一ホテル沖縄  24 名参加, 8 件発表 

第 2 回  12 月 3日(月) 

於 大阪大学 16 名参加, 3 件発表 

第 3 回  平成 20年 1月 31日(木)～2 月 1 日（金） 

於 機械振興会館 69 名参加, 24 件発表 

  ＊第 2 回は、赤外線サーモグラフィによる非破壊評価

特別研究委員会と合同開催。 

＊第 3 回は、第 6 回放射線による非破壊評価シンポジ 

ウムにて開催。 

1） デジタルラジオグラフィ研究委員会 

    今年度は、２回の委員会を開催し、主としてＤＲ規格

の整備についての議論をおこなった。国際的な規格の動

向を把握するとともに、先行しているフィルムのデジタ

ル化に関する規格に関して検討を行った。 

第 1回 10 月 26 日(金)   

於 JSNDI 会議室 6名参加, 1 件発表 

第 2回 平成 20 年 1 月 31日(木)    

於 機械振興会館 8名参加，1件発表 

 

b）超音波分科会 

 次の日程で、3 回の分科会（含超音波シンポジウム）を

開催した。担当幹事の準備・努力により、分科会・シン

ポジウム共、多くの参加者と発表を得て、充実した活動

ができた。特に第 2 回分科会では、昨年度に引き続き、

協会の学術改革の先駆け試行の一環として、フェーズド

アレイの規格化の可能性にテーマを絞った形式の分科会

を、分科会会員以外の協会会員にも参加を呼びかけて開

催した。フェィズドアレイ機器の展示も併設した結果、

昨年同様、多数の参加者を得た。また、第 3 回分科会の

超音波シンポジウムでは、東京大学名誉教授尾上守夫先

生による特別講演とコンクリートの超音波評価技術に関

する総合討論を含め、最新の研究成果の発表と活発な討

論が行われた。 

第 1 回  6 月 21 日(木)～22 日(金) 

於 ジョイナス 秋田 43 名参加, 10 件発表・見学 

第 2 回  11 月 27 日(火) 

於 ＴＦＴビル 東京  132 名参加,8 件発表・展示 

第 3 回  平成 20年 1月 23 日(水)～24 日(木) 

於 きゅりあん 東京 131 名参加, 36 件発表 

  ＊第 2 回は、セミオープンにて開催。 

＊第 3 回は、第 15 回超音波による非破壊評価シンポジ 

ウムにて開催。 

1) 超音波探傷機器研究委員会 

 レーザ走査法による超音波の可視化、インパクト針の

アレイ型プローブによるコンクリート検査などの新しい

技術の紹介と検討を行った。また、STB-A1 による斜角探

触子の遠距離分解能測定法の検討を始めた。 

第 1 回 4 月 17 日(水) 

於 JSNDI 会議室 6名参加, 3 件発表 

第 2 回 7月 4 日(水) 

於 JSNDI 会議室 13 名参加, 2 件発表 

第 3 回 9月 12 日(水) 

於 JSNDI 会議室 13 名参加, 2 件発表 

第 4 回 11 月 28 日(水) 

於 JSNDI 会議室 10 名参加, 2 件発表 

第 5 回 平成 20年 2月 26日(火) 

於 JSNDI 会議室 14 名参加, 2 件発表 

2) 接合部の超音波探傷研究委員会 

 「超音波探傷における同一欠陥の判断方法」の確立およ

10月 18 日(木)～19日(金) 

 於 北海道立道民活動センター（かでる２･７） 

 発表議題 110 件/特別講演 1件 200 名参加 



び TOFD 法に関する NDIS 見直しについて検討を継続した。

音響異方性鋼材の超音波探傷について，系統的に整理す

べく，新たな活動を開始することにした。また，JIS Z 

3060 改正準備の検討状況をウォッチング中である。 

第 1 回 6 月 6 日(水) 

於 JSNDI 会議室 14 名参加, 2 件発表 

第 2 回 8月 29 日(水) 

於 JSNDI 会議室 13 名参加, 2 件発表 

第 3 回 10 月 23 日(火) 

於 JSNDI 会議室 8名参加, 2件発表 

第 4 回 12 月 7 日(金) 

於 JSNDI 会議室 14 名参加, 2 件発表 

第 5 回 平成 20年 2月 8 日(金) 

於 JSNDI 会議室 9名参加, 2 件発表 

3) 超音波に関するＩＳＯ規格研究委員会 

  ISO 委員会 TC135/SC3（超音波）関連規格に対して、制

定、改正及び見直しの審議を行った。また、JIS、NDIS

等の国内規格と ISO 等国際規格の整合性の検討を行った。

今年度は特に、10 月 25 日実施の ISO/TC135 総会におけ

る SC3 会議に対応すべく資料の調査を行った。 

第 1 回 5 月 10 日(木) 

於 JSNDI 会議室 3名参加, 4 件発表 

第 2 回 9 月 6 日(木) 

於 JSNDI 会議室 5名参加, 2 件発表 

4）ガイド波を用いた非破壊評価技術研究委員会 

  現場で利用された結果としての生の声や、最新のガ

イド波技術の調査、および規格化へ向けた準備を実施

している。 

  

c) 表面探傷分科会 

 下表の日程で２回の分科会（内一回はセミオープン）と

１回のオープンシンポジウムを開催した。特に、３回目の

シンポジウムは、表面探傷・保守検査合同シンポジウムと

して、保守検査特別研究委員会との合同によって開催し、

多くの研究発表と参加者を得、活発な議論と情報交換が行

われた。 

第 1 回 6 月 29 日(金) 

於 東京都城南地域中小企業振興センター 

28 名参加, 7 件発表 

第 2 回 11 月 8 日(木)～9 日(金) 

於 大分大学工学部 38 名参加, 15 件発表・見学 

第 3 回 平成 20 年 3 月 6 日(木)～7 日(金) 

於 東京都城南地域中小企業振興センター 

 81 名参加, 23 件発表（内特別講演４件） 

1) 渦流探傷研究委員会 

 EN 規格の上置プローブ特性評価方法の研究を始めた。SQ

UID を用いた ETの勉強や市販のET用試験片の調査をおこ

なった。 

第 1 回 7 月 26 日(木) 

於 JSNDI 会議室 7名参加, 3 件発表 

第 2 回 10 月 11 日（木） 

於 JSNDI 会議室 7名参加, 1 件発表 

第 3 回 平成 20年 1月 25日(金) 

於 JSNDI 会議室 9名参加, 1 件発表 

2）漏れ試験研究委員会 

 漏れ試験に関する ISO9712 に LT が追記されたこと等

に関連し、資格及び試験方法の啓蒙活動のための参考書

籍「漏れ試験の基礎と応用」の執筆査読活動を重点的に

進めた。国内規格としては Z2330（ヘリウム漏れ試験の

種類と選択）及び Z2332（放置法による漏れ試験方法）

の改正の準備を図るための体制作りを進め平成 20 年度

より立ち上げる運びとなった。又、平成 20 年度春季講

演大会における LT のオーガナイズドセッションの設置

が決められた。 

第 1 回 5 月 15 日(火) 

於 JSNDI 会議室 8名参加 

第 2 回 7月 10 日（火） 

於 JSNDI 会議室 12 名参加 

第 3 回 9月 19 日(水) 

於 JSNDI 会議室 8名参加 

第 4 回 11 月 15 日(木) 

於 JSNDI 会議室 9名参加 

第 5 回 平成 20 年 1 月 22 日(火) 

於 JSNDI 会議室 9名参加 

第 6 回 平成 20 年 3 月 12 日(水) 

於 JSNDI 会議室 9名参加 

3）磁粉探傷研究委員会 

 A 形標準試験片が試験体表面の有効磁界の強さの測定に

適用可能かを検討するため、SS400 鋼板を極間式磁化器で

磁化した際の漏洩磁束密度の分布を実験的、理論的に調べ

た。 
第 1 回 11 月 19 日(月) 

於 横浜国立大学 5名参加, 2 件発表 

 

d) 応力・ひずみ測定分科会 

 春季大会でオーガナイズドセッション［バイオメカニ

クスと生体機能計測技術］を企画し、研究活動の活性化

をはかった。以下に分科会（２回）とシンポジウム（１

回）の開催の実施日、参加人数、発表件数を示す。 

第 1 回 8 月 8 日(水) 

於 埼玉大学 18 名参加, 5 件発表・見学 

第 2 回 11 月 2 日(金) 

於 金沢大学  26 名参加, 7 件発表･見学 

第 3 回 平成 20 年 1月 10 日(木) 

於 大田区産業プラザ ＰＩＯ  80名参加, 40件発表 

*第 3回は「第 39回応力・ひずみ測定と強度評価シンポ

ジウム」として、(財)大田区産業振興協会より後援を頂

き、交流を深め活性化をはかった。 

1) 応力可視化研究委員会 

 主に応力塗料の性能向上及び応用技術の開発について

研究活動を行った。また応力塗料膜法普及のための実験

技術マニュアルの作成を継続中である。 

第 1 回 10 月 30 日(月) 

於 学士会館 6名参加, 2 件発表 

第 2 回 平成 20 年 3 月 17 日(月) 

於 京都平安会館  9 名参加, 3 件発表 

2) バイオメカニクス研究委員会 

 春季大会で，オーガナイズトセッション［バイオメカ

ニクスと生体機能計測技術］を企画すると共に委員会を

開催し，会員の増員活動と研究の活性化をはかった。 

第 1 回 5 月 22 日(火) 

於 アルカディア市ヶ谷 12 名参加 

第 1 回 5 月 30 日（水） 

於 JSNDI 会議室 9名参加，2 件発表 

第 2 回 7月 13 日(金) 

於 JSNDI 会議室 9名参加, 2 件発表 

第 3 回 10 月 17 日（水） 

於 JSNDI 会議室 8名参加, 2 件発表 

第 4 回 平成 20年 1月 8 日(火) 

於 JSNDI 会議室 9名参加, 1 件発表 



第 2 回 10 月 18 日(木) 

於 北海道立道民活動センター（かでる 2・7） 

9名参加 

 

１．4 特別研究委員会活動 
 a) 保守検査特別研究委員会 

第 1 回  9 月 13 日(木)～14 日（金） 

於 別府コンベンションセンター 

 63 名参加, 10 件発表 

第 2 回  平成 20年 3月 6 日(木)～7 日(金), 

於  東京都城南地域中小企業振興センター 

      81 名参加，23 件発表 

  ＊第 2 回は、表面探傷分科会と合同シンポジウムにて 

開催。 

 

b) 画像処理特別研究委員会 

第 1 回 8 月 27 日(月)～28 日(火) 

於 広島工業大学 57 名参加(4 名)，34 件発表・特

別講演・招待講演 

第 2 回 12 月 6 日(木)～12 月 7 日(金) 

於 パシフィコ横浜 501 名参加(8 名)，53 件発表・

特別講演・基調講演・パネル討論 

第 3 回 3 月 6 日(木)～7 日(金) 

於 中京大学 271 名参加(7 名)，61 件発表・特別講

演・オーガナイズドセッション・機器デモ展示 

*( )内は特別研究委員会委員参加人数(内数) 

*第 1 回は共同企画(第 12 回知能メカトロニクスワーク

ショップ)として開催。 

*第 2 回は共同企画(ビジョン技術の実利用ワークショッ

プ ViEW2007)として開催。 

*第 3 回は共同企画(動的画像処理実利用化ワークショッ

プ DIA2008)として開催。 

 

c) アコースティックエミッション特別研究委員会 

第 1 回 6 月 29 日(金)  

於 JSNDI 会議室 17 名参加,3件発表 

第 2 回 9 月 27 日(木)～28 日（金） 

於 電気通信大学 東京 61 名参加, 35 件発表 

第 3 回 平成 20 年 3 月 3 日(月) 

於 JSNDI 会議室 14 名参加,3件発表 

*第 2回は、第 16回アコースティック・エミッション総

合コンファレンスにて開催。 

 

d) 新素材の非破壊評価特別研究委員会 

第 1 回  8 月 30 日(木)～31 日（金） 

於 青山学院大学  東京 47 名参加, 8 件発表 

第 2 回 11 月 22 日(木) 

於 千葉県産業支援技術研究所（天台庁舎） 

26 名参加, 9 件発表 

*第 1 回は、レーザー超音波・先端検査計測技術研究会・

非線形現象を利用した非破壊検査・材料評価研究会と合

同で界面の健全性評価技術に関する合同ワークショップ

にて開催。 

*第 2回は、第 10回新素材及びその製品の非破壊評価シン

ポジウムにて開催。 

 

 e) 鉄筋コンクリート構造物の非破壊試験特別研究委員会 

第 1 回  7 月 17 日(火) 

於 ものつくり大学  21 名参加, 見学 

第 2 回  8 月 1 日(火)～2 日（水） 

於 富岡製糸場、碓氷峠鉄道施設見学 14 名参加 

第 3 回  平成 20年 3月 7 日(金) 

於 東京理科大学 東京   25名参加, 2 件発表 

*第 2回は、(財)文化財保存技術協会より講師を招いた。 

*平成 19年 10 月 17 日(水)の(社)北海道建築技術協会

「診断研セミナー」に後援として参加した。45名参加4

件発表。 

*超音波分科会主催の第 15 回超音波による非破壊評価シ

ンポジウムにて合同討論会に参加した。 

 

f) 赤外線サーモグラフィによる非破壊評価特別研究委員会 

第 1 回 4 月 26 日(木) 

於 JSNDI 会議室 18 名参加, 3 件発表 

第 2 回  12 月 3日(月) 

於 大阪大学 16 名参加, 3 件発表 

*第 2 回は、放射線分科会と合同開催。 

 

１．5 研究会活動 
a) 電場情報活用研究会 

第 1 回  8 月 3 日(金) 

於 JSNDI 会議室 18 名参加, 3 件発表 

第 2 回  11 月 8 日(木) 

於 横浜国立大学 11 名参加, 3 件発表 

第 3 回  平成 20年 3月 21 日(金) 

於 JSNDI 会議室 12 名参加, 3 件発表 

b) レーザー超音波・先端検査計測技術研究会 

第 1 回  8 月 30 日(木)～31 日（金） 

於 青山学院大学  東京 47 名参加, 8 件発表 

第 2 回  12 月 10 日(月) 

於 JSNDI 会議室 東京 17 名参加, 3 件発表 

第 3 回  平成 20年 3月 13 日(木)～14 日（金） 

於 日本原子力研究開発機構 京都  

28 名参加, 9件発表・見学 

＊第 1 回は、新素材の非破壊評価特別研究委員会・非線

形現象を利用した非破壊検査・材料評価研究会と合同

で界面の健全性評価技術に関する合同ワークショップ

にて開催。 

c) 非線形現象を利用した非破壊検査・材料評価研究会 

第 1 回  7 月 10 日(火) 

於 慶應義塾大学   

38 名参加, 4 件発表・1 件国際会議報告・見学 

第 2 回  8 月 30 日(木)～31 日（金） 

於 青山学院大学 東京 47 名参加, 8 件発表 

第 3 回  12 月 19 日(水)～20 日（木） 

於 京大会館 京都  

31 名参加, 9 件発表・2 件国際会議報告 

第 4 回  平成 20 年 3 月 21 日(金) 

於 東京理科大学 東京  

28 名参加, 3 件発表・総合討論 

 ＊第 2 回は、新素材の非破壊評価特別研究委員会・レー

ザー超音波・先端検査技術研究会と合同で界面の健全

性評価技術に関する合同ワークショップにて開催。 

 

１．6 国際学術委員会  
(1) 平成 20 年 3 月 31 日にカリフォルニア州アナハイム

（米国）で、ASNT(米国非破壊試験協会)春季大会に併

催された ICNDT PGP 会議に、APCNDT(アジア・太平洋

非破壊試験会議)President の大岡紀一氏を派遣した。

併せて、参加各国との情報交換に努めた。 

(2) 2009 年に、パシフィコ横浜で開催を予定している、第

13 回 APCNDT 実行委員会の準備作業に対して側面から支

援を行った。また、2010 年にハワイで開催を予定して



いる第４回日米シンポジウムの準備作業に対して側面

から支援を行った。 

(3) 友好協定を締結している海外の学協会等と会誌交換な

どを行い、情報交換に努めた。 

 

１．7 ＡＰＣＮＤＴ実行委員会 
第 13 回アジア・太平洋非破壊試験会議（APCNDT2009）を

パシフィコ横浜で開催(2009 年 11 月)するにあたり、本年

度は、APCNDT 実行委員会を設置して合計 5 回の委員会活動

を行った。また、広報活動として、ICNDT ジャーナルへの

掲載等を行った。 

 

１．8 第 4 回日米シンポジウム組織委員会 
 米国非破壊試験協会（ASNT）と共催による、通算４度目

の日米２国間の非破壊シンポジウムに向けて、日程及び開

催場所の検討を行う為に合計 2 回の組織委員会を開催した。

現在、日程及び開催場所について ASNT と調整を行ってい

る。 

 

１．9 学術講演・セミナー（共催･協賛･後援） 
 日本学術会議他、関連各学協会等からの依頼による共催、

協賛、後援及び共同企画を受諾した。 

a) 共催 

1. 日本学術会議材料工学委員会第 51 回材料工学連合講

演会 2007.11.27-29 

2. 日本原子力学会原子力総合ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2008.5.14-15 

3. 日 本 鉄 鋼 協 会 日 本 科 学 技 術 振 興 機 構 （ JST ）

Innovation Bridge 企画ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ 2007.9.18 

4. 日本学術会議幹事学会土木学会第 38 回安全工学ｼﾝﾎﾟ

ｼﾞｳﾑ 2008.7.10-11 

5. 日本ｱｲｿﾄｰﾌﾟ協会第 45 回ｱｲｿﾄｰﾌﾟ・放射線研究発表会

2008.7.2-4 

6. 日本学術会議材料工学委員会第 52 回材料工学連合講

演会 2008.10.22-24 

 

b) 協賛 

1. 日本材料学会腐食防食部門委員会第 256 回例会

2007.5.29 

2. 日本試験機工業会第 9 回力学量標準ﾄﾚ-ｻﾋﾞﾘﾃｨ･ﾜｰｸｼｮｯ

ﾌﾟ 2007.6.1 

3. 腐食防食協会第 160 回腐食防食ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2007.7.6 

4. 溶接学会平成 19 年度溶接工学夏季大学 2007.7.18   
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5. 日本非破壊検査工業会第 3 回日本非破壊検査工業会技

術討論会｢表面探傷とｺﾝｸﾘｰﾄ非破壊検査の技術動向と

現状の課題｣2007.7.25 

6. 腐食防食協会第 34 回ｺﾛｰｼﾞｮﾝｾﾐﾅｰ「腐食解析のための

電気化学実験実習－ﾎﾟﾃﾝｼｫｽﾀｯﾄ作りから覚えません

か？－」2007.8.29 

7. 日本材料学会第 37 回初心者のための有限要素法講習

会（実習付き）」2007. 2-3(1 部) 8.28-29（2 部） 

8. 日本材料学会第５回初心者のための疲労設計講習会

2007.9.5-6 

9. 日本高圧力技術協会第 6 回 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「圧力機器及

および配管におけるｶﾞｽｹｯﾄﾌﾗﾝｼﾞ締結体のｼｰﾘﾝｸﾞﾃｸﾉﾛ

ｼﾞｰ」2007.9.11-12 

10. 腐食防食協会第 44 回技術ｾﾐﾅｰ｢腐食を理解するための

電気化学入門」2007.9.14 

11. 可視化情報学会可視化情報学会全国講演会（岐阜

2007）2007.9.26-27 

12. 溶接学会東部支部第 35 回溶接学会東部支部実用溶接

講座（見学会&講演会）「建設機械見学と高能率溶接

の基礎から応用まで」2007.10.11 

13. 日本高圧力技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「第 5 回事故から学

ぶﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」-構造的災害事故は何故起こり、防止

できないのか-2007.10.10-11 

14. 日本工業新聞社/日本科学機器団体連合会全日本科学

機器展 in 大阪 20072007.10.17-19 

15. ｾﾝｼﾝｸﾞ技術応用研究会ﾏｲｸﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ作製実習講座

2007.10.22-26 

16. 計測自動制御学会第 24 回ｾﾝｼﾝｸﾞ･ﾌｫｰﾗﾑ「計測部門大

会-ｾﾝｼﾝｸﾞ技術の新たな展開と融合」2007.10.25    
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17. 日本機械学会第 17 回設計工学･ｼｽﾃﾑ部門講演会

2007.10.31-11.2 

18. 日本材料学会第 6 回初心者のための疲労設計講習会

2007.11.1-2 

19. 日本能率協会/日本ﾌﾟﾗﾝﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ協会ﾒﾝﾃﾅﾝｽ･ﾃｸﾉｼｮｰ

20072007.11.6-9 

20. 日本学術会議化学委員会、総合工学委員会、材料工学

委員会第 14 回界面ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2007.11.2 

21. 日本材料学会第 30 回材料講習会「ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ材料最

前線」2007.11.13 

22. 超音波ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ運営委員会第 28 回超音波ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽの

基礎と応用に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2007.11.14-16 

23. 日本高圧力技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「第 17 回圧力設備

の材料、設計、施工、維持管理」（大阪開催）

2007.11.15-16 

24. ｾ ﾝ ｼ ﾝ ｸ ﾞ技術応用研究会ｾﾝ ｼ ﾝ ｸ ﾞ技術応用ｾ ﾐ ﾅ ｰ

2007.11.16 

25. 日本保全学会第３回日本保全学会ｾﾐﾅｰ「新検査制度の

導入に向けて」2007.11.16 

26. 日本機械学会第 15 回機械材料･材料加工技術講演会

（M&P2007）2007.11.17-18 

27. 日本 AEM 学会第 16 回 MAGDA ｺﾝﾌｧﾚﾝｽ in 京都-電磁現象

および電磁力に関するｺﾝﾌｧﾚﾝｽ-2007.11.22-23 

28. 日本機械学会第 50 回自動制御連合講演会 2007.11.24    
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29. 日本光学会（応用物理学会）Optics ＆ Photonics 

Japan 2007（日本光学会年次学術講演会）2007.11.26   
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30. 日本溶接協会ﾌﾟﾗﾝﾄ圧力設備についての溶接技術の基

礎と溶接補修技術に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｳ ﾑ 2007.11.27    

-28 

31. 日本ﾌﾟﾗﾝﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ協会第 47 回設備管理全国大会（TPM 

Conference2007）2007.11.28-29 

32. 放射線利用振興協会放射線ﾌﾟﾛｾｽｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実行委員会

第 12 回放射線ﾌﾟﾛｾｽｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2007.11.29-30 

33. 日本材料学会第 44 回 X 線材料強度に関する討論会

2007.11.30 

34. 日本高圧力技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「新しい ASME Code 

Sec.Ⅷ,Div.2 の解説と適用」2007.12.4-5 

35. 日本機械学会第 6 回評価・診断に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

2007.12.5-6 

36. 日本材料学会第 27 回疲労講座「疲労現象の学び方と

設計への応用」2007.12.7 

37. 日本高圧力技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「破壊事故-失敗知

識の活用-」2007.12.12-13 

38. 日本光学会（応用物理学会）第 3 回光応用新産業創出

ﾌｫｰﾗﾑ 2007.12.14 

39. 日本材料学会第 13 回破壊力学ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2007.12.17    

-18 

40. 日本保全学会第 1 回検査・評価・保全に関する連携講



演会 2008.1.15-16 

41. 化学工学会第 12 回材料ｾﾐﾅｰ「化学設備のﾘｽｸ評価と

RBM の基礎と応用」2008.1.21 

42. 大阪ﾆｭｰｸﾘｱｻｲｴﾝｽ協会第 17 回放射線利用総合ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

2008.1.22 

43. 日本ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ学会第 36 回 GTSJ ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝｾﾐﾅｰ

2008.1.24-25 

44. 溶接学会 Mate 2008,14th  国内ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2008.2.5-6 

45. 日本高圧力技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「第 8 回ｴﾈﾙｷﾞｰ貯槽

等技術基準と安全性」2008.2.7-8 

46. 日本高圧技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「第 6 回ﾘｽｸﾍﾞｰｽﾒﾝﾃﾅﾝ

ｽの基礎と応用」2008.2.20 

47. 日本材料学会第 11 回機械・構造物の強度設計、安全

性評価に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2008.2.28-29 

48. 日本材料学会 JCOM-37－材料・構造の複合化と機能化

に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ－2008.3.18-19 

49. 腐食防食協会第 161 回腐食防食ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2008.3.12 

50. 日本材料学会腐食防食部門委員会第 261 回例会

2008.3.24 

51. 腐食防食協会第 162 回腐食防食ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2008.3.27 

52. 日本溶接協会/産報出版 2008 国際ｳｴﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｼｮｰ

2008.4.9-12 

53. 日本真空協会関西支部第 44 回真空技術基礎講習会

2008.5.20-23 

54. 日本機械学会産業･化学機械と安全部門研究発表講演

会 2008.5.23 

55. 腐食防食部門委員会第 262 回例会 2008.5.27 

56. 溶接学会平成 20 年度溶接技術基礎講座 2008.6.4-5 

57. 画像ｾﾝｼﾝｸﾞ技術研究会第 14 回画像ｾﾝｼﾝｸﾞｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

2008.6.11-13 

58. 日本高圧力技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「第 18 回圧力設備

の材料、設計、施工、維持管理」2008.6.12-13 

59. 日本高圧力技術協会 HPI 技術ｾﾐﾅｰ「破壊事故-失敗知

識の活用-」2008.6.26-27 

60. Bio Fuels World 協 議 委 員 会 Bio Fuels World 

2008.7.9-11 

61. 日本材料学会第 43 回 X 線材料強度に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

2008.7.10-11 

62. 日本保全学会第 5 回学術講演会 2008.7.10-12 

63. 日本材料学会第 7 回初心者のための疲労設計講習会

2008.8.26-27 

64. 日本材料学会第 4 回ﾏｲｸﾛﾏﾃﾘｱﾙｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2008.9.23     

-24 

65. 有機ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ実行委員会ｵﾙｶﾞﾃｸﾉ 2008(有機ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ展/

有機ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ国際会議) 2008.10.28-29 

66. 日本材料学会第 8 回初心者のための疲労設計講習会

2008.11.13-14 

67. 日本科学機器団体連合会/日本工業新聞社全日本科学

機器展 in 東京 20082008.11.26-28 

 

c) 後援 

1. 日本ｺﾝｸﾘｰﾄ工学協会｢建築･土木分野における歴史的構

造物の診断・修復｣に関する報告会 2007.6.22 

2. 日本圧接協会平成 19 年日本圧接協会 調査研究発表

会（大阪）2007.10.9 

3. 北海道建築技術協会‘07 診断研ｾﾐﾅｰ「非・微破壊診

断の動向と課題」2007.10.17 

4. 日本圧接協会各種鉄筋継手の工事標準仕様書に基づく

監・管理のための技術講習会「鉄筋継手品質確保のた

めの管理と検査」2007.10.26、他 

5. 日本溶接協会原子力構造機器の材料、設計、施工、検

査、維持に関する講習会 2007.12.4 

6. 日本溶接協会ｽﾃﾝﾚｽ鋼溶接施工におけるﾄﾗﾌﾞﾙ事例とそ

の原因・対策 2007.12.13 

7. 日本鋼構造協会 JSSC 建築鉄骨橋梁端溶接部の超音波

検査指針講習会 2008.1.25 

8. 日本溶接協会第 40 回原子力国内ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「中越沖地

震と耐震構造設計の現状と展望」2008.2.19 

9. ｸﾞﾘｰﾝ･ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ ｹﾐｽﾄﾘｰ第 8 回 GSC ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

2008.3.6-7 

10. 日本材料学会第 8 回ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の補修、補強、ｱｯﾌﾟ

ｸﾞﾚｰﾄﾞｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2008.10.31 

 

d) 共同企画 

1. 精密工学会 ViEW2007 ﾋﾞｼﾞｮﾝ技術の実利用ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実

行委員会 ViEW2007 ﾋﾞｼﾞｮﾝ技術の実利用ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

2007.12.6-7 

2. 精密工学会 画像応用技術専門委員会/動的画像処理

実利用化ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 2008 実行委員会動的画像処理実利

用化ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ DIA20082008.3.6-7 

 

１．10 編集委員会 
  機関誌「非破壊検査」第 56 巻 4 号～57 巻 3 号までの編

集を行い、毎月１日に各 4,000 部を刊行した。 

  平成 19 年度は、以下の点を検討の上、実施した。 

(1) 特集企画と連載企画の充実化を進め、会員の興味が持

てる記事編集を推進した。 

・特集題名： 

56 巻４号 「医用診断技術の動向 その２」 

56 巻５号 「非破壊検査技術の保守検査への適用例Ⅵ」 

56 巻６号 「非線形超音波法による非破壊検査・評価」 

56 巻７号 「住宅の安全・安心の確保 その１：耐震構造

住宅建設のために」 

56 巻８号 「2006 年度活動報告〔特集記事はお休み〕」 

56 巻９号 「住宅の安全・安心の確保 その２：耐震保障

への取り組みと市民の意識」 

56 巻 10 号「フェイズドアレイ超音波技術の最近の展開」 

56 巻 11 号「引張りに伴う紙の変形・破壊挙動とその評

価」 

56 巻 12 号「第五回学術セミナー「技術者倫理と社会的責

任」」 

57 巻１号 「最新のレーザ超音波技術Ⅰ」 

57 巻２号 「歴史的建造物を守る非破壊検査」 

57 巻３号 「非破壊検査技術の保守検査への適用例Ⅶ」 

・連載題名： 

「我が国おける超音波探傷の歴史」の第 5 回～10 回 

（55 巻 9 号から始まった 10 回シリーズを終了） 

「E－ディフェンスのおける耐震実験研究の取組み」の 

第１回と第２回（56 巻 10 号と 11 号） 

「我が国における渦電流探傷の歴史」の第１～３回 

（57 巻 1 号から５回シリーズでの掲載を開始） 

(2) 解説特集企画では、最先端の技術情報をそのまま会員

へ発信するため、試験的に米国及びカナダの研究者に

よる英文原稿での寄稿を得て、57 巻 1 号に掲載した。 

(3) 投稿原稿を発表できる機会を増やすために、投稿原稿

の募集に努力した。具体的には、春秋講演大会及び各

分科会、特別研究委員会の主催するシンポジウム等で

の発表者に対して、論文投稿の呼びかけを行った。結

果として掲載は、学術論文 17 件、資料 2 件となった。 

(4) J-Stage 利用による機関誌掲載論文の Web 公開を推進

した。 

(5) 英文論文誌提携誌の「Materials Transactions」48 巻

6 号で NDT 特集号を発刊し、16 件の論文を掲載した。 

(6) 機関誌誌面の刷新を図るため、解説記事掲載の図表の



カラー化を推進した。 

(7) 再生紙を使用するなど環境に配慮した機関誌作りを推

進した。 

(8) 編集作業効率向上と編集経費の効率的運用とを図るた

め、電子メールの活用による委員会運営を実施し、編

集作業の一部で、時間短縮による効率化を実現した。

また、委員会開催回数の削減を実行した。 

(9) 論文投稿者の便宜を図ると共に、投稿論文校閲作業の

効率化を目的として、将来の電子投稿システム構築を

踏まえて、先ずは、電子メールによる論文投稿を推進

するための検討 WG の立上げを行った。また、この検

討 WG の結果に併せて、投稿規則の改定及び執筆要領

改訂のための準備を整えた。 

 

２．広報活動 

２．１ 広報活動委員会 
(1)和文ホームページの内容について更なる充実を図った。 

(2)平成 17 年度から運用を開始した WEB システム（電子メ

ールを活用した情報発信（メールマガジン）サービス）

の利用者登録者数が累計で、2,589 件となった。 

   また、メールマガジンの購読者数として、 

学術活動：165 名、教育活動・講習会：286 名、資格試

験：319 名、書籍・試験片・頒布品：192 名となった。 

(3)各種展示会へ参加し、協会の諸活動や催し物、頒布品の

ＰＲ活動を積極的に行った。 

(4)各種マスメディアへのＰＲ活動を積極的に行った。 

(5)非破壊試験技術を広く一般に紹介する小冊子「非破壊検

査入門へのガイド」の作成を行った。 

(6)次世代を担う若年層の非破壊検査に関する関心を喚起

するための具体策について検討・協議を重ねた。  

 

３．教育活動 

３．１ 教育委員会 
   委員会を４回開催し、以下の活動を行った。 

(1)デジタル超音波探傷器の導入について、教育の担当委

員が導入ＷＧに加わって検討した。 

(2)教育用参考書の改訂 

   次の教育用参考書について、改訂版を発行した。 

 ・磁粉探傷試験Ⅰ   ・磁粉探傷試験Ⅱ 

 ・ひずみ測定Ⅰ    ・ひずみ測定Ⅱ 

また、改訂作業中の教育用参考書は以下の通りです。 

 ・超音波厚さ測定Ⅰ  ・浸透探傷試験Ⅲ 

・磁粉探傷試験Ⅲ      ・磁粉探傷試験問題集 

・渦電流探傷試験Ⅰ   ・渦電流探傷試験実技参考書 

・ひずみ測定Ⅲ         ・ひずみ測定問題集 

  ・超音波探傷試験実技参考書デジタル編 

・アコースティック・エミッション試験Ⅱ 

・非破壊試験技術者のための金属材料概論 

(3)教育・講習会の実施 

1)JIS Z 2305 の教育訓練 

    JIS Z 2305 で要求される訓練を実施し、訓練実施記録

を発行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベル 部 門 
受講者数 受講者 

総計 春期 秋期 

３ 

基礎 

ＲＴ 

ＵＴ 

ＭＴ 

ＰＴ 

ＥＴ 

ＳＭ 

５８ 
 ６ 
３２ 
１７ 
１４ 
＊ 
４ 

２０ 
＊ 

１４ 
＊ 
８ 

―― 
―― 

７８ 
 ６ 
４６ 
１７ 
２２ 
  ０ 
  ４ 

２ 

ＲＴ 

ＵＴ 

ＭＴ 

ＰＴ 

ＥＴ 

ＳＭ 

  ４７ 
１００ 

 １１６ 
 ２５４ 

  ３９ 
―― 

 ４９ 
１００ 
 ９０ 
２８２ 
 ３０ 
 １８ 

９６ 
２００ 
２０６ 
５３６ 
 ６９ 
 １８ 

１ 

ＲＴ 

ＵＴ 

ＵＭ 

ＭＴ 

ＰＴ 

ＥＴ 

ＳＭ 

  ５４ 
１４３ 
 ７５ 
１２１ 
１７２ 
  ２９ 
  ―― 

  ２１ 
１３１ 
 ６５ 
 ９２ 
２１９ 
 １４ 
 ２３ 

 ７５ 
２７４ 
１４０ 

 ２１３ 
３９１ 
 ４３ 
 ２３ 

合    計 １２８１ １１７６ ２４５７ 
前年度受講者数 １４５５ １２１５ ２６７０ 

    注)    ――：当初から開催計画のないもの。 

           ＊ ：受講者が少なく開催を取りやめたもの。 

2)実技講習会 

   「非破壊検査技術講習会」の一環として、探傷技術の

より一層の習熟を図ることを目的とした実技講習会を

２地区（東京・大阪）で開催した。 

①放射線透過試験レベル２    参加者 109名 

②超音波探傷試験レベル２    参加者 256名 

③超音波探傷試験レベル１    参加者 183名 

④磁粉探傷試験レベル２      参加者 176名 

⑤浸透探傷試験レベル２      参加者 552名 

⑥渦流探傷試験レベル２     参加者 141名 

⑦渦流探傷試験レベル１     参加者   18名 

⑧ひずみ測定レベル２・１   参加者  39名 

3)移行試験・再認証試験講習会 

 JIS Z 2305 に基づく移行試験と再認証試験の講習会を全

国５地区（札幌、東京、名古屋、大阪、北九州）で開催

した。 

4)NDIS 0602:2003 に基づく非破壊検査総合管理技術者の認

証のための「非破壊検査による品質管理等に関する講習

会」を東京で開催した。 

  参加者 18名 

5) 「ボス供試体の作製方法及び圧縮強度試験方法(NDIS 3

424)」講習会を千葉で開催した。 

  参加者 56 名 

6)「国土交通省職員の非破壊検査研修」を大阪で開催した。 

    参加者 22 名 

7)その他の講習会、セミナー、研修会 

 ①日本航空学園委託講習会 

    ・日本航空専門学校（千歳）      参加者 88 名 

    ・日本航空大学校（能登）      参加者 56 名 

 

 (4)国際教育関連 

1) アジア諸国との非破壊試験に関するワークショップ

を 11 月 5 日（月）～7 日（水）に東京で開催し、10

カ国（韓国、中国、台湾、バングラデッシュ、モンゴ



ル、タイ、マレーシア、インドネシア、ミャンマー、

ベトナム）が参加した。 

2) IAEA/RCA NDT ﾅｼｮﾅﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（NDT 代表者会

議）に関し、外務省から参加依頼がなかったため参加

しなかった。 

3) 試験体製作ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ及び IAEA 主催の各種ワークショ

ップ及びセミナーに関しては、要請がなかったため専

門家を派遣しなかった。 

 

４．標準化活動 
経済産業省産業技術環境局及び日本規格協会等の関係学

協会と緊密に連携し、以下の活動を行った。 

４．1 標準化委員会 

5 回の本委員会を開催し、以下の事項について審議、検

討した。 

(1)標準化業務計画に係る 5 年見直し対象となる JIS の要

望措置の確認 

(2)5 年見直し対象となる NDIS の確認 

(3)JIS 及び NDIS 原案作成提案書の審議 

(4)JIS 及び NDIS 原案の照査 

(5)各専門別委員会からの報告等 

 

４．2 規格の作成状況 

4.2.1 ＪＩＳ関連 

(1)次の JIS について JIS 原案作成準備 WG を立ち上げ、改

正に向けて検討を行った。 

・JIS Z 2351 超音波探傷器の電気的性能測定方法 

・JIS Z 2354 超音波パルス反射法による固体の超音波減

衰係数の測定 

・JIS Z 4560 工業用γ線装置 

・JIS Z 2330 ヘリウム漏れ試験方法の種類及びその選択 

・JIS Z 2332 放置法による漏れ試験方法 

 

4.2.2 ＮＤＩＳ関連 

(1)制定 

･NDIS 3426 電位差法による厚さ及びき裂寸法測定方法通

則 (H19.1.10 改正) 

(2)審議中の原案 

･NDIS 1401 コンクリート構造物の放射線透過試験方法 

(改正) 

･NDIS 1402 中性子ラジオグラフィの L/D 比決定方法 

(改正) 

･NDIS 2426 弾性波によるコンクリート試験方法（制定) 

第 1 部 超音波試験方法、第 2 部 衝撃弾性波試験方法、第

3 部 打音試験方法 

･NDIS 3005 赤外線サーモグラフィによる非破壊試験の標

準用語（改正） 

･NDIS 3425 熱弾性応力測定法(制定) 

･NDIS 3427 赤外線サーモグラフィ試験方法通則(制定) 

･NDIS 3428 パッシブ赤外線サーモグラフィ法によるコン

クリート構造物試験方法（制定） 

･NDIS 4001 応力･ひずみ測定標準用語       (改正) 

･NDIS 4104 動ひずみ測定器の性能試験方法及び性能表示 

                       (改正) 

 

４．3 国際標準化関連 

４.3.1 ＩＳＯ委員会 

ISO/TC 135(非破壊試験)の国内審議対応委員会として、

本委員会 1 回及び分科会 1 回を開催すると共に TC 44(溶

接)、TC 17(鋼)及び TC 79/SC 11(チタン)等の国内審議団

体と緊密に連携し、以下の活動を行った。 

(1)各 SC の活動に対する国内対応（規格原案の審議を含む） 

国際規格原案への投票及び検討依頼に対する回答 

 TC 135 関連 

 ・Drat International Standard(DIS)            4 件 

 ・New work Item Proposal(NWIP)         5 件 

 ・Systematic review of International Standard 15 件 

 TC 44 等からの依頼 

 ・Drat International Standard(DIS)            1 件 

 ・New work Item Proposal(NWIP)         5 件 

 ・Systematic review of International Standard  2 件 

(2)ISO 国際会議への派遣 

   ISO/TC 135 第 16 回総会及び各 SC/WG 会議に 5 名を派

遣した。 

   期日:2007 年 10 月 22 日～26 日 

場所:ブエノスアイレス（アルゼンチン） 

(3)JISC への協力 

  国際標準化活動実績調査及び国際標準化活動基盤強化ア 

クションプランのフォローアップ等 

４.3.2 ＩＳＯ／ＴＣ １３５幹事国業務 

平成 18 年度における ISO/TC 135「非破壊試験」幹事国

業務の概要は、下記の通りである。 

(1) 2007 年 4 月、NDT 技術者の資格と認証に関する欧州規 

格 EN 473 の改定に関する CEN/TC 138 の会議がパリで

開催され、羽田野 TC 135 議長が参加した。資格と認証

に関する ISO 規格の ISO 9712 と、改定を予定している

EN 473 の間には、特に訓練時間に関して差が生じつつ

あり、EN 473 の改定は必要最小限に限るよう TC 135 か

らは要求を出している。 

(2) 2007 年 9 月、FENDT とドイツ非破壊検査協会(DGZfP)共 

催の第 5 回 NDT 認証・標準化国際会議(Certification 

2007)がベルリンで開催され、ISO 側として羽田野 TC 

135 議長と土屋国際幹事の両名が出席した。同会議の内

容は主に欧州を中心とした NDT での認証に関する各国

の事例報告である。ISO に関連する事項としては TC 

135 による技量認定 ISO 9712 と CEN が改定中の EN 473

との関連などが報告されたが両者の内容には細部に差

が出つつあり、将来的にすり合わせが必要となる。 

(3) 2007 年 10 月、第 4 回汎アメリカ非破壊試験会議（Ⅳ 

 PANNDT）の招待により、ブエノスアイレスで第 16 回

ISO/TC 135 総会ならびに関連 SC および WG の報告会が

5 日 間にわたり開催され、今回新たに新設された音響

試験(アコースティックエミッション)を扱う SC 9(幹事

国ブラジル)が始めて参加、議長、幹事とも欠席となっ

た SC 4(渦流探傷、幹事国フランス)を除き 7SC が参加

し、15 カ国、総計 76 名の参加があった。この会議では

2005 年の米国コロンバスでの第 15 回総会以降の活動報

告がされた。ISO 中央事務局も工業的に新興国である南

米での TC 総会開催の意義を重視し、テクニカルプログ

ラムマネージャである Perrad 氏を派遣し、ISO への参

画と国際規格への準拠することの重要性に関して講演

を行った。 

(4) 次回の第 17 回 TC 135 の総会については、上記(2)項記 

載の Certification 2007 の折に EFNDT の Farley 議長

より紹介されたロシアの Pushikina 氏経由でロシア非

破壊検査協会(RSNTTD)に対して、EFNDT と RSNTTD が

2010 年 6 月にモスクワにて開催する第 10 回 ECNDT に併

設する形で、ISO/TC 135 の総会を開催させてもらうこ

とを打診をし、ロシアより了承を取り付けることがで

きた。第 17 回 TC 135 総会については、中国より 2008

年 6 月に上海で開催される ICNDT と併設する形での開

催の要請があったが、2007 年 10 月の第 16 回総会より

一年に満たないためこれは辞退し、代わりに TC 135 の



SC 7、SC 8 および SC 9 の分科会会議を上海で開催する

ことにした。 

(5) ISO と協力関係にある新材料と標準に関する国際研究 

であるベルサイユプロジェクト(VAMAS)の一部門(TWA 

26)より TC 135 に対して、VAMAS の制定した規格を ISO

規格にするため SC による審議を打診してきた。内容的

に TC 135/SC 2 に関連するものと思われ、SC 2 幹事国

の南アフリカに回付し、SC 2 が扱うべき内容かをその

加盟国に諮ることにした。 

(6)ISO の他の TC が、その TC の対象となる分野での非破壊

検査に関連する国際規格を提案する例が出ている。(TC 

108:機器診断におけるサーモグラフィ、アコースティ

ックエミッション、TC 79:チタンパイプに関する過流

探傷、超音波診断、など)。これらに関しては先発する

TC 135 作成の NDT 規格を参照し、かつ彼らの新規格の

参考文献中への記載を要求した。 

(6) 2007 年 4 月～2008 年 3 月に発行された新 ISO 規格 

ISO/TS 22809「資格試験に用いる試験体の不連続部」

（2007-11-15） 

 

４.3.3 ＩＳＯ／ＴＣ １３５／ＳＣ ６幹事国業務 

(1) 2007 年 10 月に開かれた TC 135 総会においてSC 6の活

動報告を行った。漏れ試験の用語については、SC 7の

技量認定に漏れ試験(LT)が含まれていながら用語の定

義が確立されていないこと、また中央事務局からの再

提案のアドバイスを得たことから、最優先課題として

国際幹事より出席者に対して参画を要請、韓国、ブラ

ジルなどからはよい感触が得られた。日本を除き当初

のエキスパートの派遣国(仏、独、伊)からは再提案の

際には参画する旨の回答が来ていないので新たなエキ

スパートの派遣(最低 5カ国の Pメンバーが必要)の要

請をしている。 

(2) TC 112より移管された質量分析型ヘリウム漏れ試験器

の校正方法に関する ISO 規格 ISO 3530 の見直しについ

ては、制定時点が古く内容的に陳腐化していることも

あり、取り下げ方向で動くこととなる。 

(3) ヘリウム漏れ試験については、ドイツが今後提案する

と思われる ENと日本から既に出されているJIS とを国

際規格の候補として審議する。 

 

５.出版・試験片活動 
５.1 出版委員会 

委員会を５回開催し、以下の活動を行った。 

(1)出版計画書に基づいた出版物の製作審議、管理、頒布

を行った。 

(2)JIS Z 2305 対応書籍としての出版物の見直しを行った。 

(3)原稿の電子化の検討を行った。 

(4)インターネット上で書籍の受注を実施した。 

(5)出版委員会関連規則の一部を改正した。 

(6)展示会等で一部書籍の店頭販売を実施した。 

5.1.1 刊行物 

   以下の各種参考書などの書籍を増刷・頒布した。また、

委託書籍の仕入販売も行った。 

(1)非破壊検査技術シリーズ、その他（書籍名のあとの数

字は発行年度） 

 (a) 19 年度発行全面改訂版 

1)磁粉探傷試験Ⅰ 2007 

2)磁粉探傷試験Ⅱ 2007 

3)ひずみ測定Ⅰ 2007 

4)ひずみ測定Ⅱ 2007 

 

5)エックス線作業主任者試験 公表問題の解答と解説  

       2008 

 (b) 増刷頒布 

     1)非破壊試験技術総論 2004 

     2)非破壊試験技術者のための金属材料入門 1998 

     3)非破壊試験技術者のための金属材料概論 1998 

     4)レベル３技術者のための材料科学及び認証システ 

       ムに関する問題集 2006 

     5)放射線透過試験Ⅰ 2006 

     6)放射線透過試験Ⅱ 2006 

     7)放射線透過試験Ⅲ 2002 

     8)放射線透過試験問題集 1999  

     9)放射線透過試験実験法 1987 

    10)放射線透過試験技術に関する写真及び解説 2006 

    11)中性子ラジオグラフィ写真集 1995 

    12)放射線の安全取扱 1996 

    13)エックス線作業主任者用テキスト 2004 

    14)エックス線作業主任者試験 公表問題の解答と解説  

       2007 

    15)超音波探傷試験Ｉ 1999 

    16)超音波探傷試験Ⅱ 2000 

    17)超音波探傷試験Ⅲ 2001 

    18)超音波厚さ測定Ｉ 2001 

    19)超音波探傷試験問題集 2002 

    20)超音波探傷試験実技参考書 2005 

    21)各種成品及び溶接構造物の超音波探傷試験 2004 

    22)鉄骨溶接部の超音波探傷試験実施マニュアル 1999 

    23)超音波探傷入門（パソコンによる実技演習） 2000 

    24)磁粉探傷試験Ｉ 1998 

    25)磁粉探傷試験Ⅱ 1998 

    26)磁粉探傷試験Ⅲ 1998  

    27)磁粉探傷試験問題集 1999 

    28)磁粉探傷試験実技参考書 2001 

    29)鉄鋼材料の磁粉及び浸透探傷試験による欠陥指示 

       模様の参考写真集 1991 

30)浸透探傷試験Ⅰ 2004 

31)浸透探傷試験Ⅱ 2005 

    32)浸透探傷試験Ⅲ 1995 

    33)浸透探傷試験問題集 2001 

    34)浸透探傷試験実技参考書 2001 

    35)渦流探傷試験Ⅰ 1995 

    36)渦流探傷試験Ⅱ 1995 

    37)渦流探傷試験Ⅲ 2003 

    38)渦流探傷試験問題集 2002 

    39)渦流探傷試験実技参考書 2001 

    40)ひずみ測定Ｉ 1998 

    41)ひずみ測定Ⅱ 1998 

    42)ひずみ測定Ⅲ 1998 

    43)ひずみ測定問題集 1998 

  44)アコースティック・エミッション試験Ⅰ 2006 

    45)アコースティック・エミッション 1990 

    46)初めて学ぶ人のための非破壊検査入門 1995 

    47)イラストで学ぶ非破壊試験入門 2002 

    48)非破壊評価工学 1998 

    49)音弾性 1994 

    50)赤外線サーモグラフィによる設備診断・ 

       非破壊評価ハンドブック 2004 

    51)非破壊検査工学叢書「非破壊検査の最前線」 

       (CD－ROM 版)2002 

    52)非破壊検査やさしい解説 Vol.1  

 

 



(2)学術講演大会講演概要集（○：１９年度発行新版） 

     1)○平成１９年度春季大会講演概要集 

     2)○平成１９年度秋季大会講演概要集 

   3)平成１８年度春季大会講演概要集 

     4)平成１８年度秋季大会講演概要集 

   5)平成１７年度春季大会講演概要集 

     6)平成１７年度秋季大会講演概要集 

     7)平成１６年度春季大会講演概要集 

     8)平成１６年度秋季大会講演概要集 

(3)日本非破壊検査協会規格（NDIS） 

(4)JIS ハンドブック「非破壊検査」 2006・2007 

(5)JIS Z 2305:2001「非破壊試験－技術者の資格及び認

証」 

(6)Recommended Practice No. SNT-TC-1A:2001（日本語

版）原文とセット販売 

(7)「非破壊検査入門」ＤＶＤ－ＲＯＭ 

(8)放射線の安全取扱教育用ＯＨＰ 

 

５.２ 試験片委員会 

委員会を５回開催し、以下の活動を行った。 

(1)試験片委員会品質管理マニュアルに基づき、試験片製

作・検定・頒布を行った。 

(2)各種試験片のトレーサビリティ証明書又は品質証明書

の発行と管理を行った。 

(3)各試験片素材の特性調査を行った。 

(4)インターネット上で試験片の受注を実施した。 

(5)超音波探傷試験用標準試験片の寸法成績書の発行を実

施した。 

(6)顧客のサービス向上について検討を行った。 

5.2.1 頒布品 

   以下の試験片・ゲージの頒布を行った。 

(1)放射線透過写真きずの像の分類用ゲージ 

 1)鋼溶接継手放射線透過写真きずの像の分類用ゲ－ジ 

  （きずの像の分類方法抜粋カ－ド付） 

  （準拠規格 JIS Z 3104） 

 2)アルミニウム溶接継手放射線透過写真きずの像の分類

用ゲ－ジ 

  （きずの像の分類方法抜粋カ－ド付） 

  （準拠規格 JIS Z 3105） 

 3)鋳鋼品放射線透過写真きずの像の分類用ゲ－ジ 

  （試験視野用１枚、寸法測定用１枚、２枚１組） 

  （準拠規格 JIS G 0581） 

(2)超音波探傷試験用標準試験片 (準拠規格 JIS Z 2345) 

   1)Ｇ形ＳＴＢ 

2)Ｎ１形ＳＴＢ 

3)Ａ１形ＳＴＢ 

   4)Ａ２形系ＳＴＢ 

 5)Ａ３形系ＳＴＢ 

(3)超音波厚さ計用対比試験片 (準拠規格 JIS Z 2355) 

   1)ＲＢ－Ｔ 

(4)磁粉探傷試験用標準試験片 (準拠規格 JIS Z 2320)) 

   1)Ａ１形標準試験片 

 2)Ａ２形標準試験片 

   3)Ｃ１形標準試験片 

(5)浸透探傷試験訓練用焼割れ試験片 

(6)発泡液試験片 (準拠規格 JIS Z 2329) 

    ＢＬ－３０／１００ 

(7)浸透探傷試験及び磁粉探傷試験の目視観察条件の目視

基準ゲージ(準拠規格 JIS Z 2340) 

   1)赤色浸透探傷試験用 

   2)黒色磁粉探傷試験用 

   3)蛍光浸透探傷試験・蛍光磁粉探傷試験用 

5.2.2 試験片トレーサビリティ証明書の発行 

(1)超音波厚さ計用対比試験片 (準拠規格 JIS Z 2355) 

(2)磁粉探傷試験用標準試験片 (準拠規格 JIS Z 2320) 

(3)発泡液試験片 (準拠規格 JIS Z 2329) 

5.2.3 試験片品質証明書の発行 

(1)超音波探傷試験用標準試験片(準拠規格 JIS Z 2345) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．認証活動 
６．1 認証運営委員会 

委員会を 3 回開催し、主に以下の事項について審議、検討

した。 

(1)資格証明書偽造への対応 

(2)資格情報証明書交付システム  

(3)規則・基準・手順の制定及び改正 

(4)同一有効期限レベル3資格複数取得者の受験対応 

(5)マネジメントレビューの実施 

(6)諮問委員会の意見具申に対する対応 

また、委員会に以下のワーキンググループを設置し、活動を

行った。 

(1)赤外線サーモグラフィ認証準備WG 

JIS Z 2305 による新 NDT 方法としての赤外線サーモグラフ

ィ法による認証制度立ち上げのための準備を開始した。 

(2)BINDT PED(欧州圧力機器指令)承認制度 WG 

2006年度に引き続き、BINDT PED承認基準に基づいて JIS Z 

2305 と EN 473 との差を埋めるサプリメント試験の実施を

決定した。この結果、2008 年 2 月に試験委員会が実施し

たサプリメント試験に 2 名が受験した。 

(3)ACCP-PCP WG 

JIS Z 2305 資格者が ASNT-ACCP 認証を取得できるようにす

るため、ASNT との交渉を行った。また、ACCP の要求事項を

補完するための具体案は 2007 年 6月に ASNT へ送付し、回答

待ちである。 

(4)JIS Z 2305改正対応 WG 

ISO 9712:2005 と JIS Z 2305:2001 の比較検討を行い、改正

原案作成準備のための検討を行った。また、ISO 9712:2005

を翻訳案の検討を行った。 

 

6.1.1諮問委員会 

 2008 年 3 月 24 日に開催し、試験実施状況等を報告するとと

もに関連学協会等からご意見を頂戴した。 

 

6.1.2試験基準委員会 

 2008 年 2 月 29 日に開催し、試験実施状況及び資格試験基準

を確認した。 

 

6.1.3内部監査委員会 

 委員会を 2 回開催し、主に内部監査実施手順の見直しを行

った。また、2008年 3月 11日に内部監査を実施した。 

 

6.1.4倫理苦情処理委員会 

 委員会を 3 回開催し、資格証明書改ざん・偽造に関する審

理を実施した。なお、資格証明書の偽造に関連して、資格

証明書に代わる資格情報証明書交付についての検討依頼を

査定委員会に提出した。 

6.1.5問題管理委員会 

 委員会を2回開催し、主に以下の事項について検討した。 

(1)試験問題の統計分析処理 

(2)試験体マスターレポート 

(3)ASNT-ACCP-PCP PEセクター手順書問題 

6.1.6査定委員会 

 委員会を 3 回開催し、非破壊試験技術者の認証の査定を行

った。また、倫理苦情処理委員会の依頼事項である資格証

明書に代わる資格情報証明書交付についての検討を行った。 

(1) JIS Z 2305による非破壊試験技術者の登録件数 
レベル 1 10,273 

レベル 2 32,904 

レベル 3 4,387 

合計 47,564 

(2007 年 12 月 30 日現在) 

(2)NDIS 0601の認定技術者の登録件数 
１種 2,995 

２種 15,707 

３種 2,287 

合計 20,989 

(2007 年 12 月 30 日現在) 

6.1.7試験委員会 

委員会を 4 回開催し、主に以下の事項について審議、検討し

た。 

(1)2007年度試験員の選定 

(2)資格試験スケジュール 

(3)一次試験開催地区 

(4)一次試験時間割変更 

(5)2007年夏期能登半島地震による通常移行試験実施 

(6)BINDT PEDサプリメント試験実施 

（試験実施日 2008年 2月 27日） 

(7)諮問委員会での要望事項 

(8)レベル3二次試験結果通知実施 

(9)BINDT PEDサプリメント試験結果 

   

NDT 方法・ 

レベル 

受験 

申請者数 

最終 

合格者数 

ＲＴ２ 2 2 

 

(10)2007 年度春・秋の定期試験及び早期移行試験の実施と試

験結果 

定期試験実施日 

春期一次試験：3 月 24 日～25 日 

春期二次試験：5 月 9 日～6 月 25 日 

秋期一次試験：9 月 22 日～23 日 

秋期二次試験：11 月 7 日～12 月 25 日 

 

2007 年度春・秋定期試験結果 

(注)通移行：通常移行（NDIS0601 資格者の更新時期該当者） 

NDT 方法・

レベル 
期 種別 

受験   

申請者数 

最終   

合格者数 

ＲＴ１ 

春 

新規 52 20 

再認証 0 0 

通移行 16 9 

秋 

新規 91 24 

再認証 0 0 

通移行 22 10 

ＵＴ１ 

春 

新規 507 270 

再認証 8 4 

通移行 304 191 

秋 

新規 649 333 

再認証 8 5 

通移行 280 149 

ＵＭ１ 

春 

新規 204 105 

再認証 1 1 

通移行 112 88 

秋 

新規 337 209 

再認証 2 1 

通移行 79 43 

ＭＴ１ 

春 

新規 94 29 

再認証 0 0 

通移行 2 0 

秋 

新規 125 35 

再認証 0 0 

通移行 1 1 



NDT 方法・

レベル 
期 種別 

受験   

申請者数 

最終   

合格者数 

ＭＹ１ 

春 

新規 118 44 

再認証 2 2 

通移行 71 39 

秋 

新規 148 50 

再認証 0 0 

通移行 71 24 

ＭＥ１ 

春 

新規 27 2 

再認証 0 0 

通移行 21 9 

秋 

新規 28 8 

再認証 0 0 

通移行 12 4 

ＭＣ１ 

春 

新規 4 1 

再認証 5 3 

通移行 7 4 

秋 

新規 16 7 

再認証 0 0 

通移行 2 1 

ＰＴ１ 

春 

新規 267 135 

再認証 0 0 

通移行 6 3 

秋 

新規 242 105 

再認証 0 0 

通移行 8 4 

ＰＤ１ 

春 

新規 174 87 

再認証 8 5 

通移行 218 162 

秋 

新規 185 86 

再認証 2 2 

通移行 178 119 

ＰＷ１ 

春 

新規 0 0 

再認証 0 0 

通移行 11 4 

秋 

新規 1 0 

再認証 0 0 

通移行 5 3 

ＥＴ１ 

春 

新規 29 14 

再認証 3 1 

通移行 12 2 

秋 

新規 28 13 

再認証 2 1 

通移行 12 6 

ＳＭ１ 

春 

新規 55 16 

再認証 0 0 

通移行 4 3 

秋 

新規 12 6 

再認証 0 0 

通移行 2 1 

レベル１

計 

春 

新規 1,531 723 

再認証 27 16 

通移行 784 514 

秋 

新規 1,862 876 

再認証 14 9 

通移行 672 365 

 

 

 

NDT 方法・

レベル 
期 種別 

受験   

申請者数 

最終   

合格者数 

ＲＴ２ 

春 

新規 451 99 

再認証 31 17 

通移行 478 265 

秋 

新規 542 132 

再認証 27 20 

通移行 564 436 

ＵＴ２ 

春 

新規 1,547 453 

再認証 55 46 

通移行 1,070 724 

秋 

新規 1,722 520 

再認証 41 20 

通移行 1,093 604 

ＭＴ２ 

春 

新規 1,184 173 

再認証 32 16 

通移行 851 523 

秋 

新規 1,448 236 

再認証 38 29 

通移行 1,018 653 

ＭＹ２ 

春 

新規 129 22 

再認証 0 0 

通移行 26 16 

秋 

新規 211 28 

再認証 0 0 

通移行 36 23 

ＰＴ２ 

春 

新規 1,615 580 

再認証 26 21 

通移行 1,366 1,047 

秋 

新規 1,785 609 

再認証 37 31 

通移行 1,400 1,109 

ＰＤ２ 

春 

新規 533 220 

再認証 0 0 

通移行 70 48 

秋 

新規 525 240 

再認証 0 0 

通移行 101 55 

ＥＴ２ 

春 

新規 241 98 

再認証 11 10 

通移行 240 146 

秋 

新規 269 139 

再認証 6 4 

通移行 283 173 

ＳＭ２ 

春 

新規 92 26 

再認証 1 1 

通移行 81 34 

秋 

新規 83 31 

再認証 1 0 

通移行 101 81 

レベル２

計 

春 

新規 5,792 1,671 

再認証 156 111 

通移行 4,182 2,803 

秋 

新規 6,585 1,935 

再認証 150 104 

通移行 4,596 3,134 

 

 

 



NDT 方法・  

レベル 
期 種別 

一次受験    

申請者数 

一次   

合格者数 

レベル３新規 

(全 NDT 方法共通) 

基礎試験 

春 新規 375 60 

秋 新規 411 110 

 

NDT 方法・

レベル 
期 種別 

受験   

申請者数 

最終   

合格者数 

ＲＴ３ 

春 

新規 97 25  

再認証 6 5  

通移行 183 158  

秋 

新規 96 19  

再認証 3 3  

通移行 185 138  

ＵＴ３ 

春 

新規 316 37  

再認証 17 14  

通移行 355 295  

秋 

新規 358 42  

再認証 12 3  

通移行 238 103  

ＭＴ３ 

春 

新規 137 11  

再認証 3 1  

通移行 35 27  

秋 

新規 147 15  

再認証 2 2  

通移行 48 44  

ＰＴ３ 

春 

新規 162 25  

再認証 5 5  

通移行 54 48  

秋 

新規 176 42  

再認証 4 3  

通移行 65 54  

ＥＴ３ 

春 

新規 52 18  

再認証 2 2  

通移行 41 37  

秋 

新規 53 9  

再認証 1 1  

通移行 28 25  

ＳＭ３ 

春 

新規 11 1  

再認証 0 0  

通移行 24 21  

秋 

新規 16 9  

再認証 0 0  

通移行 22 16  

レベル３

計 

春 

新規 775 117  

再認証 33 27  

通移行 692 586  

秋 

新規 846 136  

再認証 22 12  

通移行 586 380  

 

 

 

 

 

 

 

2007 年度 受験申請者数・合格者数 

種別 総受験申請者数 総合格者数 

新規 17,391 5,458 

再認証 402  279  

通移行 11,512  7,782  

総合計 29,305 13,519 

 
2007 年度早期移行試験結果(NDIS 0601→ JIS Z 2305) 

試験 

実施日 
実施地区 

NDT 方法 

・レベル 

受験申請 

者数 

合格者

数 

5月 12 日 
東京 

大阪 

ＲＴ２ 3 3 

ＵＴ２ 13 13 

ＭＴ２ 3 3 

ＭＹ２ 0 0 

ＰＴ２ 12 10 

ＰＤ２ 0 0 

ＥＴ２ 1 1 

ＳＭ２ 0 0 

レベル２計 32 30 

 

試験 

実施日 

実施 

地区 

NDT 方法・ 

レベル 

受験申請

者数 

合格者

数 

5月 12 日 
東京 

大阪 

レベル３ 
(全 NDT 方法 

共通) 

2 1 

 ﾚﾍﾞﾙ３受験申請者２人のうち１名は申請のみ（筆記試験

免除対象） 

 

6.1.8認証広報委員会 

委員会を6回開催し、主に受験申請者数、合格率、及び資

格試験内容等についての解説を、機関誌「非破壊検査」NDT

フラッシュに掲載した。また、併せてホームページへの掲

載を行った。 

 

６.2 非破壊検査総合管理技術者認証委員会 
NDIS 0602:2003「非破壊検査総合管理技術者の認証」に基

づき資格認証を行い、本年度は 8 名の認証申請があった。な

お、資格登録者数(累計)は 143名の予定である。 
 

６.3 国際認証委員会 
委員会を1回開催し、主に以下の活動を行った。 

(1)PED(欧州圧力機器指令) NDT承認制度の推進 

BINDT（英国 NDT 協会）PED サプリメント試験を 2008 年

2 月に実施し、2 名が受験し、2名が合格した。 

 (2)米国非破壊試験協会(ASNT) ACCP認証取得の推進 

  ASNT-ACCP 認証取得のため、ASNT との合意に向けて検討を

行った。なお、合意に関する諸準備は ACCP-PCP WG が対応

した。 

(3)カナダ天然資源省(NRCan)との相互認証に基づく認証 

 カナダ CAN/CSGB-48.9712 資格者の申請により 2008 年 3月

に 1 名 1 件の認証を行い、現在までに 3 名 6 件の JIS Z 

2305資格を発行した。 

 



６.4 PD 認証運営委員会 
 委員会を3回開催し、PD認証機関として主に以下の事項に 

ついて審議、検討した。なお、PD 資格試験機関の PD 資格

試験結果報告書に基づき審査の結果、合計 22 名の PD 認証

を承認した。 

(1)PD資格試験結果に基づく認証審査 

(2)PD技術者の更新認証審査 

(3)PD 資格試験機関・PD試験センターに対する第 2回サーベ

イランス審査 

(4)PD内部監査指摘事項への対応 

(5)PDマネジメントレビューの実施 

 

６．5 PD認証スキーム委員会 
 PD 認証に関係する機関の委員で構成する委員会を 2 回開

催し、以下の所管事項に基づき活動を行った。 

(1)PD認証システムの公平性の確認 

(2)PD認証スキームの開発及び維持 

また、委員会に WGを設置し、今後の PD認証に関する技術

的な問い合わせに関する対応について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．表 彰  
(1) 協会賞、論文賞、奨励賞、石井賞の表彰審査委員会を組

織し、以下のとおり選考を行った。 

協会賞   大岡 紀一君 

 

論文賞   

１．Ｂスコープ画像を使用したクリーピング波探触子によ

る欠陥サイジング －オーステナイト系ステンレス鋼

溶接部への適用例－        

                     城下 悟君  

   

 ２．複数の電流供給端子を用いた直流電位差法による背面 

き裂の評価に関する有限要素解析 

   内田 真君、船越 亮君、多田直哉君、石井祐介君 

    
学術奨励賞   

１．レーザー干渉計を用いたフェーズドアレイによる非線

形超音波映像法 

   山本 摂君、小原良和君、山中一司君、三原 毅君

 ２．ガラス板に付与したき裂近傍における超音波の可視

   化 

 関野晃一君、古川 敬君、古村一朗君  

３．マイクロ波長板アレイを有するＣＣＤカメラを用いた 

位相シフト縞画像の同時撮影   

 米山 聡君  
４．小型マルチパスアレイレーダのコンクリート構造物検 

査への適用について 

森 廣晃君、小川彰一君、小林信一君  

５．非線形超音波を用いたボイラ用配管溶接部のタプⅠV

クリープ損傷の検出 

大谷俊博君  

 

注）下線は既授賞者のため授賞対象外 

 

技術奨励賞 稲垣俊三君、辻 憲一君    

 

(2) 新進賞授与委員会を組織し、日本非破壊検査協会 新進賞

の選考を行い、以下のとおり新進賞を授与した。 

新進賞  

平成 19年度春季講演大会（平成 19.5.23授賞） 

１．配管超音波検査におけるアレイ探触子を利用した

欠陥画像化手法の開発 

 江原和也君  

２．レーザー干渉計を用いたフェーズドアレイによる

非線形超音波映像法 

 山本 摂君  

３．演算子積分時間領域動弾性境界要素法の超音波シ 

ミュレーションへの適用 

 斎藤隆泰君    

４．３次元ミクロンＣＴの開発 

 川村 悠君  

５．レーザＡＥ波形のリアルタイム時間周波数解析に 

よるノイズ低減 

 伊藤海太君  

６．非破壊検査用レーザーコンプトン散乱Ｘ線の開発 

と利用 

 黒田隆之助君  

 

第 16 回 AE 総合コンファレンス（平成 19.9.28 授賞） 

1. マツ材線虫に感染したクロマツの木部キャビテー 

ションについて 

 堀 研一郎君  

２．AE-SiGMA 解析による鉄筋コンクリート梁のせん 

断破壊機構の解明 

 大野健太郎君 

３．アルミニウム合金の塑性変形におけるリューダス 

帯伝播特性と AE 

 司茂勝稔君 

 

平成 19年度秋季講演大会（平成 19.10.19 授賞） 

 

1.小型加速器を利用した中性子共鳴吸収ＣＴによる核 

種分布の非破壊分析                            

宮本直樹君  

２．炉内検査における渦電流探傷（ＥＣＴ）欠陥識別 

手法の開発 

大内弘文君  

３．衝撃弾性波法によるコンクリートのひび割れ補修 

度合の測定 

 目澤亘司君  

４．表面ＳＨ波音弾性による圧延鋼板部材の二軸応力 

測定 

 富田久義君  

５．ＡＥレンチで締め付けたボルトの疲労特性  

松井伸一君  

６．開口合成法を利用した高マンガン鋼レールの超音 

波探傷 

廣川龍詩君  

７．インパクトエコー法を利用したグラウトの硬化過 

程における充填評価 

藤垣博敏君  

８．中性子ラジオグラフィと実時間画像処理 

和田泰明君  

 

第 39 回応力・ひずみ測定と強度評価シンポジウム 

                 （平成 20.1.10授賞） 

１．デジタル画像相関法を用いた実構造物の三次元形 

状計測 

熊谷祐二君  

２．デジタル画像相関法を用いた歯科用補綴材料の収 

縮変位場評価 

古川太一君 

 

第 15 回超音波による非破壊評価シポジウム 

                 （平成 20.1.24授賞） 

１．ボリュームフォーカスフェイズドアレイと適用事 

  例 

 村上丈子君 

２．圧電探触子の感度補正による接触音響非線形効果

の定量評価 

 山地 滋君 

 
   表面探傷・保守検査合同シンポジウム 

                                    （平成20.3.7 授賞） 

１．電磁超音波 渦電流マルチプローブによる疲労き

裂の評価 

高橋史寛君 

８．選挙管理委員会 
平成 20・21 年度 任期の次の選挙を実施した。 

    ①評議員選挙、②会長選挙、③監事選挙、④理事選挙 

     

９．名誉会員の推戴 
    日本非破壊検査協会名誉会員の推薦を行った。 

廣瀨貞雄君 




